
「スマート農業の実現に向けた研究会」

検討結果の中間とりまとめ（案）

１．中間とりまとめの経緯

我が国の農業を巡る高齢化や新規就農者の不足等の厳しい状況の

下で、農林水産業の競争力を強化し、農業を魅力ある産業とすると

ともに、担い手がその意欲と能力を存分に発揮できる環境を創出し

ていくためには、農業技術においても、省力化・軽労化や精密化・

情報化などの視点からその革新を図っていくことが重要となる。

一方、他分野ではロボット技術やＩＣＴ等の活用が進展し、これ

らの技術革新が競争力の強化につながっており、農業分野でもその

活用が様々な課題の解決や農業の成長産業化に向けた強力な推進力

となることが期待される。

このため、ロボット技術やＩＣＴ等の先端技術を活用し、超省力

化や高品質生産等を可能にする新たな農業である「スマート農業」

の実現に向けて、経済界等の協力を得て、平成２５年１１月に本研

究会を立ち上げ、検討を重ねてきた。

今回は、その中間とりまとめとして、スマート農業の

① 将来像（ロボット技術やICT導入による新たな農業の姿）

② ロードマップ（段階別の実現目標と実現のための取組）

③ 取組上の留意事項

を概略的に整理し、今後、関係者一体となって必要な取組に着手す

るとともに、さらに具体的な検討を深化させていく。

２．スマート農業の将来像

ロボット技術やＩＣＴ等の様々な分野の方々の協力を得て、我が

国農業が直面する課題を解決し、新たな農業（スマート農業）を拓

いていくには、スマート農業の将来像をわかりやすく提示し、関係

者で方向性を共有して取組を進めることが重要である。

このため、ロボット技術やＩＣＴの導入によりもたらされる新た

な農業の姿を以下の５つの方向性に整理した（別添１）。

① 超省力・大規模生産を実現

トラクター等の農業機械の自動走行の実現により、規模限

界を打破

資料１



② 作物の能力を最大限に発揮

センシング技術や過去のデータを活用したきめ細やかな栽培

（精密農業）により、従来にない多収・高品質生産を実現

③ きつい作業、危険な作業から解放

収穫物の積み下ろし等重労働をアシストスーツにより軽労

化、負担の大きな畦畔等の除草作業を自動化

④ 誰もが取り組みやすい農業を実現

農機の運転アシスト装置、栽培ノウハウのデータ化等により、

経験の少ない労働力でも作業可能な環境を実現

⑤ 消費者・実需者に安心と信頼を提供

生産情報のクラウドシステムによる提供等により、産地と消

費者・実需者を直結

３．スマート農業の実現に向けたロードマップ

将来像を実現していくためには、土地利用型作物、園芸、畜産と

いった品目毎に導入が期待される技術を整理し、相互関係・相乗効

果等を意識しながら現場導入に向けて具体的な取組を進めていくこ

とが必要である。

トラクターの自動走行等の特に重要な技術分野については、３年

後、５年後又は長期的に開発すべき技術（マイルストーン）を明確

にし、さらに、その実現に向けて必要な各種の取組をロードマップ

に整理した上で、関係者が協力して取り組むこととする（別添２）。

このロードマップについては、今回は案として提示したもので、

最新の知見等を踏まえつつ、引き続き具体化等を図ることが重要で

ある。

４．スマート農業推進に当たっての留意点等

これまでの研究会の議論においては、①生産現場や他産業の視点

から、今後スマート農業の推進に当たっての留意点、②中期的に検

討していく課題等について様々な意見が提起されたところである（別

添３）。

このうち、農業分野でのロボット技術の安全確保策のあり方につ

いて本研究会内で検討を深めていくほか、その他の諸留意点・課題

についても、今後のロードマップ等の検討に当たって随時振り返る

とともに、必要な場合について、本研究会以外の関係者とも連携を

図って行くことが重要である。
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